
令和５年１１月３０日

地域関係者の協働による
「ゾーン30プラス」の取り組みについて

青森県田子町 田子地区
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○田子町は、多くの地域関係者（１６団体）が一体となって取り組みを進め、
合意形成が図られている。

１．青森県田子町の「ゾーン３０プラス」整備計画

▲ 「ゾーン３０プラス」整備計画（田子町・田子地区） （令和４年８月２６日記者発表）



２．田子町・田子地区の概要

○青森県田子町は青森県の南部に位置し、人口は4,842人(令和５年9月末時点) 。
○田子地区は町の中心部に位置している。
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２．田子町・田子地区の概要

＜田子町が掲げる理念＞

「産する町から産し交流できる町へ」
居住

町へ引越・定住
観光

町の魅力の発信
交流

町への来訪・地域交流

・人口減少対策
・全町民が安心して安全にくらせるまちづくり
・理念に基づき、ゾーン30プラスの検討



３．これまでの生活道路対策の取り組みの経緯
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2012～2021 全国で通学児童や園児が死傷する事故が相次いで発生したことを
受けた緊急合同現地点検・対策（防護柵、区画線等）を実施

2021年度 「ゾーン30プラス」の取組みが開始

⇒田子町として、本取組により対策できないか検討・対策を開始。
⇒青森県警察本部 交通部 交通規制課 機動規制係からも働きかけ。

2021.11月 「ゾーン30プラス」による対策の取組方針について、関係者間で意見
交換及び合意形成を図るための「意見交換会」を開催



４．意見交換会の開催などによる合意形成

・田子町地域安全推進協議会において１６団体が一体となって取り組みを進め、
合意形成が図られている。
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田子町地域安全推進協議会
『田子町地域安全の推進に関する条例（H17.3.14）』に基づき構成。
町民の安全意識の高揚と自主的な安全行動の推進を図ることで、犯罪や交通事故等
の防止し、安全で住みよい地域社会の実現に寄与することを目的としている。

・協議会委員長
・三戸地区交通安全協会田子支部
・田子町学校警察連絡協議会
・三戸地区交通指導隊
・田子町交通安全母の会連合会
・田子町連合ＰＴＡ会
・三戸警察署
・田子町建設課
・田子町教育課（教育委員会）
・田子町住民課

・田子町防犯協会
・三戸地区防犯指導隊
・三戸地区少年補導協力員協議会
・田子町自治会連合会
・田子町連合婦人会
・田子町老人クラブ連合会
・三戸消防署
＜アドバイザー＞
・青森県三八地域県民局地域整備部
・国土交通省青森河川国道事務所

＜構成メンバー＞

48団体⇒エリア内６団体
（個別訪問）



４．意見交換会の開催などによる合意形成
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地 区 会 長

住 民

＜意見交換会における合意形成までの経緯＞
・事前に、関係する自治会長に個別説明。
整備計画の内容や経緯を説明をし、
理解をいただいた。

・自治会長の意見に住民が納得。
⇒自治会長から地区会長へ説明。
⇒地区会長から住民へ話しが行き、町全体で
納得。

田子町地域安全推進協議会（H17～）
１６団体

田子町自治会連合会
エリア内の６団体

⇒個別説明

他構成メンバー

⇒意見交換会・情報共有

○令和3年11月に、「ゾーン30プラス」による対策の取組方針について、関係者間で
意見交換及び合意形成を図るため、「意見交換会」を開催。

○ゾーン30及びゾーン30プラスへの指定を予定している自治会には、意見交換会とは
別に、事前に別途個別説明を実施することにより、合意形成を促進。



４．意見交換会の開催などによる合意形成

「高齢化が進む中、児童だけでなく全町民が安全に暮らせるまちづくりを行いたい」
という本取組の趣旨や具体的な実施内容を関係者間で合意
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○町から関係者に対し、取組の趣旨や整備計画の内容を丁寧に説明した上で、忌憚の
無い意見交換を実施。

役場前から国道に出る交差点が危険（地元自治会長）。

▲意見交換会における質疑の例

自転車利用者への運転指導も必要と考えるので、
今のうちから生徒に指導していきたい（田子中学校）。

カーブミラーの設置が可能か協議します。

是非お願いします。メンバー 田子町

▲説明用資料



５．「ゾーン30プラス」整備計画
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・要対策箇所に対し、道路管理者、警察の協働による短中長期の対策案を立案。
・田子小学校前においては、物理的デバイスとして「スムーズ横断歩道」を設置。
⇒通学路の車道横断部において、横断箇所の明確化と走行車両の一時停止を促し、
通学児童の安全な通学環境を構築。

＜田子地区における「ゾーン30プラス」整備計画＞
No 対策内容

1 30km/h規制（標識）

2 30km/h規制（路面標示）

3 ゾーン30プラス看板

4
ゾーン30プラス路面標示
（法定外表示）

5 交通違反取締

6 パトロール

7 スムーズ横断歩道

8 狭さく

9 歩道設置

10 カラー舗装化
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＜施工について＞
・バーチカルをつけて、下地の路盤で調整。
・路盤完成後に現地確認（目視）を

してから、アスファルト舗装を施工。

＜除雪について＞
・除雪する熟練のオペレータに、スムーズ
横断歩道について共有。
・スムーズ横断歩道の現地に行き、形状
を確認し、シュミレーションをしてもらう。

５．「ゾーン30プラス」整備計画

工事の流れ
舗装版撤去⇒上層路盤⇒表層⇒スムーズ横断歩道のペイント



５．「ゾーン30プラス」整備計画
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対策前

対策後

＜田子小学校前における「スムーズ横断歩道」の設置＞



６．田子小学校へ交通安全指導
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・令和４年１１月１１日、青森県内で初めてスムーズ横断歩道が完成したことに
合わせ、警察署交通課員が、田子小学校教職員や児童に対し、交通安全指導を
実施。

○マスコミからの関心も高く、新聞やテレビで取り
上げられた。

▲取材を受ける山本晴美田子町長（左）



７．今後の方針
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スムーズ横断歩道
などの対策の施工

道路利用者の声などを踏まえた
対策効果の検証
⇒通学児童へのアンケート調査
⇒意見交換会の実施

対策効果を踏まえた
追加対策の検討など

・今後は、引き続き関係者で協働しながら、対策効果の把握、対策の充実・改善など、
PDCAサイクルに基づき取組を推進していく。

＜PDCAサイクルに基づく取組方針＞



８．おわりに
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・学校近隣住民の児童へのおもいやり
・地区住民の高齢者へのおもいやり

・町民の安全意識の高さ

スムーズ横断歩道の早期施工につながる。

「児童だけでなく全町民が安全に暮らせるまちづくり」



ご清聴ありがとうございました。


